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研究成果の概要（和文）：本研究は、日中韓プロサッカー観戦者の消費動機測定のための尺度開発と妥当性の検証と3
国のプロサッカー観戦者の観戦動機比較を目的としている。平成23年度には、中国プロサッカー観戦者の観戦動機測定
のための尺度項目を開発した。また、韓国と日本の観戦者については、すでに開発された調査項目を用いて調査を実施
した。平成24年度には、Kリーグ観戦者調査を実施した。対象になったのは、ソウル、大邱、プサン、インションのプ
ロサッカー観戦者であり、各クラブのマーケティング担当者についてインタビュー調査も実施した。平成25年度には、
JリーグとCリーグ観戦者調査と各クラブ担当者のインタービュー調査などを実施した。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to refine and further develop existing motivation scales in a cro
ss-national context, and examine differences of descriptive variables and spectator motives among Japanese
, Korean, and Chinese professional soccer spectators. We confirmed that the refined motivation scales we d
eveloped for Chinese soccer spectators' motives were valid and that therer were several differences in dem
ographics, attendance ferqunecy, team identification, and spectator motives among three countries spectato
rs.
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１．研究開始当初の背景 
 
マーケティングにおいて、人がなぜ消費行

動を行なうかということは大きな研究課題
であり、心理学の行動科学的研究成果や方法
論 に 基づい た 消費者 の 動機付 け 調 査
（motivation research）は、1950 年代から
盛んに行われるようになった。 
 

 一方、スポーツ観戦者の消費動機研究は、
スポーツ社会学のスポーツ観戦者の動機理
論と社会心理学の調査と分析方法に基づい
て、1990 年代初からアメリカで本格化されて
いる。しかし、日本と韓国、中国においては、
まだ3国スポーツ観戦者の動機を測定できる
妥当性と信頼性の高い測定道具（尺度項目）
が開発されていないなど、研究課題が山積し
ている。 
 
特に 3国のスポーツ市場が東アジアスポー

ツ市場の中心的な地域であるにもかかわら
ず、3 国スポーツ観戦者の消費動機特徴の解
明や比較分析の観点からの研究はまだなさ
れていない。特にスポーツ観戦者の国際比較
は本研究が初めての試みといえる。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は Won and Kitamura(2006; 2007)

が日本のＪリーグと韓国のＫリーグ観戦者
の消費動機を解明するために開発した観戦
動機尺度を用いて、下記の研究目的を達成す
るために行われた。 
 

（１）中国プロサッカー観戦者の観戦動機が
測定できる妥当性と信頼性のある尺度項目
を開発する。 
 
（２）本研究で開発された尺度項目を用いて、
3 国サッカー観戦者の観戦動機比較を行ない、
その相違と類似点を明らかにする。 
 
（３）3 国サッカー観戦者の消費行動変数と
観戦動機との関係を明確にし、3 国観戦者の
消費行動に影響を与える動機要因の特徴を
明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 
本研究は Won and Kitamura(2006; 2007)

が日本のＪリーグと韓国のＫリーグ観戦者
の消費動機を解明するために開発した観戦
動機尺度を用いて、日中韓サッカー観戦者を
対象にスタジアムにて質問紙調査を実施し
た。また、各対象クラブのマーケティング担
当者にインタビュー調査も実施した。研究の
具体的な手順は下記の通りである。 
 

（１）中国観戦者の動機測定尺度の開発：日
韓両国のサッカー観戦者の観戦動機測定を

目的に開発された尺度項目を中国語に翻訳
した後、項目内容と言語表現の妥当性を確か
めるために、専門家（スポーツ経営学とスポ
ーツ社会学、中国語を専門とする大学教授と
博士後期課程大学院生、Ｃリーグチームのマ
ーケティング担当者）によるパネルディスカ
ッションを行った。その後、スポーツ観戦経
験のある大学生を対象に予備調査を行い、尺
度項目の構成概念の妥当性や内的信頼性を
検討したうえで、項目の修正を行った。その
結果、9因子の 27 項目の尺度項目が開発され
た。 
 
（２）本調査の概要：開発された尺度項目を
用いて、3 国観戦者の観戦動機を比較するた
め、Ｋリーグと Jリーグ、またＣリーグの観
戦者を対象に質問紙調査を実施した。調査は、
16 歳以上の男女を対象に、スタジアムの中と
周辺で実施した。回収された質問紙は著者に
よって厳格に管理され、すべてのデータは、
SPSS 13.0 Advanced Model for Windows と
Amos 5.0 J を用いて統計処理を行った。 
 
４．研究成果 
 
（１）本研究の結果、開発された尺度項目は、
日本と韓国、中国のサッカー観戦者の動機を
同時に測定できる妥当性と信頼性の高い測
定項目であることが明らかになった。 
 
（２）各国観戦者の観戦動機平均値の差を多
変量分散分析（MANOVA）によって検証した結
果、ＫリーグとＣリーグ観戦者は Jリーグ観
戦者よりドラマ、家族、選手動機の平均値が
有意に高いことに対して、J リーグ観戦者は
Ｋリーグ観戦者より達成、娯楽、技術動機の
平均値が有意に高いことが明らかとなった。 
 
（３）ＫリーグとＣリーグ観戦者はスポーツ
自体より、レジャーやレクリエーションの手
段としてサッカー観戦を行うことに対し、J
リーグ観戦者はスポーツ自体の魅力（勝敗、
試合展開、サッカー技術）を求めて観戦を行
う特徴がみられた。 
 
（４）3 国のサッカー観戦者の主な観戦動機
は達成、娯楽、ドラマ、逃避であることが明
らかになった。さらに、選手個人の魅力に関
する動機はサッカーのような団体種目にお
いてはそれほど重要な動機として作用しな
いことが確認された。 
 
（５）観戦動機と消費行動変数との関係性を
検討した結果、3 国観戦者共にチーム・アイ
デンティフィケーションが現在の観戦回数
と将来の観戦意向変数にポジティブな影響
を及ぼすことが明らかになった。 
 
（６）各国観戦者の相違としては、Ｋリーグ
観戦者の観戦回数に逃避がポジティブな影



響を及ぼしていることに対し、J リーグ観戦
者の観戦回数には達成がポジティブな影響
を及ぼしていることが明らかとなった。また、
チーム・アイデンティフィケーション、達成、
逃避が日韓観戦者の将来の観戦意向にポジ
ティブな影響を及ぼすことが明らかになっ
た。 
 
（７）マーチャンダイジング商品の購買変数
には 3国共にチーム・アイデンティフィケー
ション、選手、逃避がポジティブな影響を及
ぼすことが明らかになった。 
 
（８）結論 
 
①3 国サッカーリーグ観戦者の消費動機の特
徴として、ＫリーグとＣリーグ観戦者は、ス
ポーツが持つレジャーやレクリエーション
の機能（効用）に対して自分の時間とお金を
費やすことに対して、J リーグ観戦者は、ス
ポーツが持つ本来の価値（文化的価値）を楽
しむために、時間やお金を費やすことが明ら
かになったといえる。また、ＫリーグとＣリ
ーグ観戦者は「手段としての消費行動」とを
行なうことに対して、J リーグ観戦者は「目
的としての消費行動」を行なう特徴も考えら
れる。 
 
②これらの観戦者動機の相違の原因として
は、エリートスポーツを中心に企業の広告塔
として発展してきたＫリーグやＣリーグと、
地域住民、企業、行政が一体となり、サッカ
ー文化として育てることを目指してきたJリ
ーグとのマネジメント方式の違いが考えら
れる。したがって、ＫリーグとＣリーグには
今、サッカーを文化として定着させるための
長期的なビジョンや計画が求められるとい
えよう。 
 
③大半の韓国と中国の対象者は観戦回数が
Ｊリーグ観戦者と比べ、低い水準であり、技
術動機の平均点も他より低い、チームに対す
る 心 理的結 び つきも 強 くない こ と か
ら、”fair weather fans”の特性を持つこ
とが考えられる。”fair weather fans”の
観戦行動は観戦者の個人的都合によって左
右される部分が多きく、このようなタイプの
観戦者は合理的価値判断基準によって消費
行動を行なうと考えられる。つまり、天気が
良くて、ひいきチームの調子もよく、様々な
条件が整っていて、観戦の見返りが十分見込
まれると判断できたら行動に移ると考えら
れるが、そうでない場合は、観戦をやめてテ
レビ中継を見るかあるいはスポーツ番組の
結果報道やハイライト映像に満足するだろ
う。 
 
④韓国と中国のサッカーファンはサッカー
ゲーム自体より、スタジアムにおいての楽し
い時間を過ごすことが最も大きな狙いであ

り、公園に行ったり、映画を観に行ったりな
どのレジャー・レクリエーション活動に近い
部分が大きい。こういったファンを満足させ
るためには、サッカーゲームのエンターテイ
ンメント性を高める必要があるが、それより
もサッカー試合自体が観戦の主な目的なる
ような経営努力がまず必要とされる。つまり、
スポーツファンとチームの間での心理的結
びつきを強めるため、あるいはサッカーファ
ンを増やすためのマーケティング戦略が最
優先されるべきである。 
 
⑤今後は、韓国と中国、日本のスポーツ文化
を考慮した3国観戦者独自の観戦動機が測定
できる尺度開発や、他の種目の観戦者との動
機比較、さらに各チーム別の動機の特徴や他
のリーグとの比較研究も3国スポーツ消費者
の特徴を明らかにするために必要になると
考えられる。また、観戦動機によるセグメン
トマーケティングの可能性に関する検証も
必要とされる。 
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